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         第４学年  算数科学習指導案  

 

                                       日 時   平成２８年９月３０日（金）５校時 

                                       児 童   男２名 女１０名   計１２名 

                                       指導者 佐藤 節子  

 

 

１ 単元名 「わり算の筆算を考えよう」 わり算の筆算（２） 

 

２   単元について 

（１）教材について  

   本単元は、以下の学習指導要領第４学年の内容に基づいて設定されている。  

 

Ａ数と計算  

（３）整数の除法についての理解を深め、その計算が確実にできるようにし、そ

れを適切に用いる能力を伸ばす。  

 ア 除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算の仕方を考

え、それらの計算が基本的な計算を基にしてできることを理解すること。ま

た、その筆算の仕方について理解すること。  

 イ 除法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。  

 ウ 除法について、被除数、除数、商及び余りの間の関係を調べ、次の式にま

とめること。  

    （被除数）＝（除数）×（商）＋（余り）  

 エ 除法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり計算の確

かめをしたりすることに生かすこと。  

   

整 数 の 除 法 に つ い て は 、第 ３ 学 年 で 、わ り 算 の 意 味 と 九 九 を １ 回 適 用 し

て で き る 除 法 計 算（ 余 り な し 、余 り あ り ）の 意 味 と 計 算 方 法 に つ い て 学 び 、

被 除 数 が 10 を 単 位 と し た 何 十 ÷１ 位 数 や 、 各 位 で わ り 切 れ る 簡 単 な ２ 位

数 ÷１ 位 数 も 学 習 し て き て い る 。ま た 、第 ４ 学 年 の 第 ３ 単 元 で は 、除 数 が

１ 位 数 の 場 合 の 筆 算 の 仕 方 を 学 ん だ 。  

     本単元では、除 数 が ２ 位 数 で 、 被 除 数 が ２ ～ ３ 位 数 の 計 算 方 法 に 発 展 さ

せ 、整 数 の 除 法 の 計 算 に つ い て 理 解 し 、そ の 計 算 が 確 実 に で き る よ う に す

る と と も に 、 そ れ を 適 切 に 用 い る 能 力 を 伸 ば す こ と をねらいとしている。  

 

（２）児童について 

     児童は、算数の学習に真面目に取り組み、計算練習などもこつこつと努力する。

しかし、初めて出会う問題に対して既習事項をどう生かしてよいか分からず、支援

を必要とする児童が少なくない。算数に対して苦手意識を持っている児童も多く、

自分にとって少し難しい課題だと思うと、すぐにあきらめてしまうような言動をす

る児童もいる。話し合う活動では、ペアの相手と考えを説明し合ったり教え合った

りする活動に慣れてきている。しかし、全体の場で自分の考えを筋道立てて話した

り、考えた図などを式や言葉と結びつけて説明したりすることは、まだ十分とはい

えない。  

   本単元に関わる児童のレデｲネステストの結果は次の通りである。  
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〈既習〉  

・わり算の筆算（２位数÷１位数、３位数÷１位数 )・・・・・・・・９７．９％  

・暗算（２位数×１位数）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６．３％  

・暗算（２位数÷１位数、３位数÷１位数 )・・・・・・・・・・・・９１．７％  

・文章題（２位数÷１位数、３位数÷１位数 )・・・・・・・・・・・８３．３％  

〈未習〉  

・６０÷３０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５．０％

・９６÷３２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２５．０％  

   わ り 算 の 筆 算 は 概 ね で き て い た が 、 暗 算 は 正 答 率 が 低 く 、 中 で も ２ 位

数 ×１ 位 数 の 暗 算 の 誤 答 が 多 か っ た 。 1 学 期 に わ り 算 の 学 習 を し た せ い

か 、か け 算 の 問 題 な の に わ り 算 の 計 算 を す る 間 違 い が 多 か っ た 。し か し 、

そ の 間 違 い を 除 い て も 、 １ ０ .４ ％ の 誤 答 が あ り 、基 本 的 な 暗 算 の 力 が 十

分 で あ る と は 言 い 難 い 。 復 習 さ せ な が ら 指 導 に あ た っ て い き た い 。  

 

（３）指導について  

   本単元では、まず既習の１、２位数、何十÷何十、何百何十÷何十などの計算を

暗算を中心に処理する方法を指導する。つまり、10 を基にして考えると、1 位数÷1

位数の計算に帰着することができ、九九を 1 回適用することによって商が求められ

ることを理解させる。次に、除数が何十ではない場合のわり算を取り上げ、２位数

でわると商が１位数になるわり算について具体物を用いて計算の仕方を考えさせ

る。仮商のたて方として、まず初めに商の修正の無い場合について指導し、商の見

当のつけ方 (仮商のたて方 )を理解し慣れさせる。次に、商が大きすぎる場合（過大

商）や小さすぎる場合（過小商）を取り上げ、修正の仕方を指導し、真の商を見つ

けられるように習熟させていく。このとき、３位数を２位数でわって商が１位数に

なる場合も扱い、最初の商のたつ位について具体的事実や数概念に即して筋道を立

てて考えさせていく。最後にわり算の性質を具体的な数値を通して、捉えさせ、そ

れを基に末尾に０のある除法の簡便な方法を理解させていく。  

   以上のように、本単元では筆算の各段階の意味を十分に理解できるように、１位

数でわる除法の計算方法を生かして、児童自ら２位数でわる計算の仕方を考え出せ

ることをねらいとし、理解と定着を図っていきたい。  

   学習サポーターは、主につまずいている児童への支援を行う。複数の児童を一カ

所に集めたり個別に机間指導したりするなど、その場に応じ支援にあたる。  

     

３ 単元の目標 

  整数の除法の計算について理解し、その計算が確実にできるようにするとともに、

それを適切に用いる能力を伸ばす。 

【関心・意欲・態度】 

  整数の計算について、既習の基本的な計算を基にできることのよさに気づき、学習

に生かそうとする。 

【数学的な考え方】 

  整数の除法の計算の仕方について、見積りや除法の性質、既習の除法計算を基に考

え、表現したりまとめたりすることができる。 

【技能】 

  整数の除法の筆算の手順を基にして、確実に計算することができる。 

【知識・理解】 

  整数の除法の筆算の仕方や除法について成り立つ性質について理解する。           
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４ 教材の関連と発展  

 ３年           ４年             ５年  

 

 

 

 

 

                       

 

                    

 

 

 

 

 

        

                                     

              

                          

 

 

 

 

 

５ 指導計画（１4 時間） 

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）何十①何十でわる計算 上p.100～102 １時間 

１ 

 

〔プロローグ〕 

・p.100の図を提示し，何十×□の式の，条件に合う□にあてはまる数について話し合いながら，新

たな課題となる，除数が2桁の除法計算への興味・関心を高めるようにする。 

・所要時間は10分程度 

○何十でわる計算の仕方

を理解し，その計算が

できる。 

・問題場面から数量の関係をとらえ，

立式する。 

・60÷20の計算の仕方を考える。 

・60÷20の計算の仕方をまとめる。 

・計算練習をする。 

・90÷20の計算の仕方を考える。 

・計算練習をする。 

□考 10を単位として，何十でわる計

算の 仕方 を 考え ，説 明 して い

る。 

□技 何十でわる計算ができる。 

（2）２け②２けたの数でわる筆算(1) 上p.103～109 ６時間 

２ ○ 2位数÷2位数（仮商修

正なし）の筆算の仕方

を理解し，その計算が

できる。 

・問題場面から数量の関係をとらえ，

立式する。 

・84÷21の筆算の仕方を考える。 

・除数を20（切り捨て）とみて，商の

見当をつける。 

・84÷21の筆算の仕方をまとめる。 

□関 84÷21などの計算で，前時の何

十で わる 計 算を 用い て 商を 見

積もろうとしている。 

□考 除数が何十の場合の計 算を基

にして，2位数÷2位数（仮商修

正なし）の筆算の仕方を考え，

４）わり算  

・除法の意味と演算記号  

・九九を 1 回適用する除法

計算 (余りなし )  

３）わり算の筆算（１）  

・２～３位数÷1 位数の筆

算形式  

・ 倍 と 除 法 の 意 味 の 拡 張

（倍の第一～第三用法）  

・ 1 位数でわる除法の暗算  

 

６）わり算の筆算  

・２～３位数÷２位数の筆

算形式  

・仮商のたて方と修正の意

味  

・除法について成り立つ性

質  

 

12）小数のかけ算とわり算  

・整数。小数÷整数 (商が小

数 )の筆算形式  

・小数倍の意味  

 

５）小数のわり算  

・小数でわる除法の意味と

計算  

・整数。小数÷小数の筆算

形式  

・小数倍の除法  

（倍の第一、第三用法） 

10）大きい数のわり算  

・何十÷1 位数の計算  

・商が２位数になる簡単な

除法計算  

７）あまりのあるわり算  

・九九を１回適用する除法

計算（余りあり）  

・余りと除数の大きさの関

係  

・答えの確かめ方  

 

2 

１  
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9 

10 

３ ・87÷21の筆算をする。 

・87÷21の計算の検算をする。 

・計算練習をする。 

・「算数新発見！」を読み，商の見当

をつける際，被除数と除数の両方を

まるめる方法があることを知る。 

説明している。 

４ ○ 2 位 数 ÷ 2 位 数 の 筆 算

で，過大商をたてたと

きの仮商修正の仕方を

理解し，その計算がで

きる。 

・86÷23の筆算の仕方を考える。 

・除数を20（切り捨て）とみて，商の

見当をつける。 

・過大商の場合の仮商修正1回の仕方

を理解し，この型の計算練習をす

る。 

・81÷12の筆算の仕方を考える。 

・過大商の場合の仮商修正2回の仕方

を理解し，この型の計算練習をす

る。 

□技 見積もりをして仮商を たてて

過大商のときの仮商を修正し，

計算することができる。 

５ ○ 2 位 数 ÷ 2 位 数 の 筆 算

で，過小商をたてたと

きの仮商修正の仕方を

理解し，その計算がで

きる。 

・78÷19の筆算の仕方を考える。 

・除数を20（切り上げ）とみて，商の

見当をつける。 

・過小商の場合の仮商修正の仕方を理

解し，この型の計算練習をする。 

□技 見積もりをして仮商を たてて

過小商のときの仮商を修正し，

計算することができる。 

６ ○ 2 位 数 ÷ 2 位 数 の 筆 算

で，除数の切り捨てや

切り上げを選んで仮商

をたてて計算すること

ができる。 

・87÷25の筆算の仕方を考える。 

・除数を切り捨てた（過大商）場合と，

切り上げた（過小商）場合の筆算の

仕方を比べる。 

・自分が仮商をたてやすい除数の処理

の仕方を考える。 

・計算練習をする。 

□関 自分の数感覚を基に，仮商のた

て方 を選 ん で計 算し よ うと し

ている。 

□考 除数の見積もりを基に，仮商の

たて方を工夫して考え，説明し

ている。 

７ ○ 3位 数 ÷2位 数 ＝ 1位 数

の筆算の仮商のたて方

を理解し，その計算が

できる。 

・153÷24の筆算の仕方を考える。 

・計算練習をする。 

□技 3位数÷2位数＝1位数の筆算が

できる。 

（3）２け③２けたの数でわる筆算(2) 上p.110～112 ３時間 

８ 

 

○ 3位 数 ÷2位 数 ＝ 2位 数

の 筆 算 の 仕 方 を 理 解

し，その計算ができる。 

・問題場面から数量の関係をとらえ，

立式する。 

・345÷21の筆算の仕方を考える。 

・345÷21の筆算の仕方をまとめる。 

□考 既習の除法の計算を基に，345

÷21な ど の 計 算 の 仕 方 を 図 や

式を 用い て 考え ，説 明 して い

る。 

９ ○ 3位 数 ÷2位 数 ＝ 2位 数

の筆算で，除数の切り

捨てや切り上げを選ん

で仮商をたてて計算す

ることができる。 

・計算練習をする。 

・476÷15で，除数を切り捨てた（過

大商）場合と，切り上げた（過小商）

場合の筆算の仕方を比べる。 

□技 3位数÷2位数＝2位数の筆算が

できる。 

10 ○商に0がたつ場合（商が

何十）の簡便な筆算の

仕方や，除数が3桁の場

合の筆算の仕方を理解

・941÷23，960÷16の筆算の仕方を考

える。 

・計算練習をする。 

・732÷216の筆算の仕方を考える。 

□考 除数が2桁の場合の筆算の仕方

を基に，3位数÷3位数の筆算の

仕方を考え，説明している。 

□知 商に0がたつ場合（商が何十）

4 

8 

7 

6 

5 

3 

8 
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14 

13 

12 

11 

 

本

時  

し，それらの計算がで

きる。 

・216を200とみて，仮商をたてる。 

・計算練習をする。 

の簡便な筆算の仕方や，除数が

3桁の場合の筆算の仕方を理解

している。 

（4）わり④わり算のせいしつ 上p.113～114 ２時間 

11    ○除法の性質について理

解する。 

・商が等しいわり算の式を見比べて除

法の性質について考える。 

・除法の性質をまとめる。 

□考 複数の式から，被除数と除数，

商の関係を見出し，説明してい

る。 

□知 被除数，除数の両方に同じ数を

かけても，両方を同じ数でわっ

ても，商は変わらないという，

除法の性質を理解している。 

12 ○ 末 尾 に 0の あ る 数 の 除

法の簡便な筆算の仕方

を理解し，正しく余り

を 求 め る こ と が で き

る。 

・24000÷500の筆算の仕方を考え，末

尾に0のある数の除法の簡便な筆算

の仕方をまとめる。 

・2700÷400の筆算の仕方と，末尾に0

のある数の除法での余りの求め方

を考える。 

□技 末尾に0のある数の除法の簡便

な方 法に よ る筆 算や 余 りを 求

めることができる。 

まとめ まとめ上p.115～116，144 ２時間 

13 ○学習内容を適用して問

題を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 □技 学習内容を適用して，問題を解

決することができる。 

14 ○学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

・「しあげ」に取り組む。 □知 基本的な学習内容を身 につけ

ている。 

・【発展】巻末p.144の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，単元の学習内容を基にわり算の

筆算についての理解を深める。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 商が等しくなる除法の性質について理解する。 

 

（２）評価規準 

        観  点  概ね満足できる児童の姿  努力を要する児童への手立て 

  

  【数学的な考え方】 

 

 複 数 の 式 か ら 、被 除 数

と 除 数 、商 の 関 係 を 見 出

し 、 説 明 し て い る 。  

被 除 数 と 除 数 が 書 か れ た

関 係 図 の ヒ ン ト カ ー ド を 基

に 考 え さ せ る 。  

 

（３）研究主題に関わっての授業構想 

    自力解決の場面では、自分で気付いたことを文や図、言葉などでまとめさせる。

児童によっては、稚拙な文や中途半端な表現のものもあるかもしれないが、集団解

決の場面でいろいろな考えを出し合いながら、わり算の性質について共通点やきま

りについて見いださせまとめていきたい。また、発表の時、最後までうまく説明で

きないことも考えられる。そのときは、友達や教師が言葉を補いながら、みんなで

学習の理解を深めていきたい。  

   習熟の場面では、わり算の性質を使った答えの求め方を、ペアの相手に説明する

活動を取り入れることによって、本時の学習のねらいをより確かなものとして身に

付けさせたい。  

    振り返りの場面では、わり算の性質の有用性など、授業を通して思ったことや気

付いたことなどを表現させたい。  
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（４）展 開 

 

段階 

 

 

 

      学習活動 

 

 

  

 主な発問と 

  予想される児童の反応 

 

・指導上の留意点 

○主題に関わる留意点 

◇つまずきへの手立て 

【考】評価 

  

つ 

 か 

 む 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  

分 

 

１  問題を把握する。 

_ 

 

 

 

 

 

 

２  課題を設定する。  

 

  

 

 

３  解決への見通しを 

   持つ。 

 

○商が 4 になるわり算の式

には、どんなものがあり

ますか。 

・4÷1＝４ 

・24÷6＝４ 

・8÷2＝４ 

・240÷60＝4 

 

 

 

 

 

○ こ れ ら の 式 を ど の よ う

に 並 べ た ら 調 べ や す い

で す か 。  

・ 数 の 順 番 に 並 べ る 。  

 

・ 児 童 の 表 情 を 見 て 、

問 題 文 の 意 味 が 把 握

で き て い な い 児 童 に

個 別 に 支 援 す る 。  

(学 サ ) 

・ カ ー ド に 式 を 書 き 、

並 べ 替 え が 容 易 に で

き る よ う に す る 。  

 

 

 

 

 

・ 作 っ た わ り 算 の 式 を

わ ら れ る 数 の 小 さ い

順 に 、 ま た は 、 大 き

い 順 に 並 べ て 調 べ さ

せ る 。  

・わ ら れ る 数 、わ る 数

に 着 目 さ せ る 。  

  

 

確 

 か 

 め 

 る  
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 分 

４  課題解決をする。 

（１）自力解決をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（２）集団解決をする。  

 

 

○ こ れ ら の わ り 算 の 式 を

見 て 、 き ま り を 見 つ け

ま し ょ う 。  

・ わ ら れ る 数 が 大 き く な

る と 、 わ る 数 も 大 き く

な っ て い る 。  

・ わ ら れ る 数 が ２ 倍 、 ３

倍 に な る と 、 わ る 数 も

２ 倍 、 ３ 倍 に な る 。  

・ わ ら れ る 数 と わ る 数 は

同 じ 数 で わ れ る 。  

○ 自 分 の 考 え を 発 表 し ま

し ょ う 。  

・ わ ら れ る 数 が ２ 倍 、 ３

倍 、 １ ０ 倍 に な る と 、

わ る 数 も ２ 倍 、 ３ 倍 、

１ ０ 倍 に な る 。  

・ わ ら れ る 数 と わ る 数 を

１ ０ で わ っ て も ３ で わ

 

・ 見 つ け た き ま り を 言

葉 や 図 で ノ ー ト に 書

か せ る 。  

◇ 手 が 止 ま っ て い る 児

童 を 集 め て 、 ２ つ の

式 を 選 ん で わ ら れ る

数 、 わ る 数 が そ れ ぞ

れ 何 倍 に な っ て い る

か 気 付 か せ る 。  

（ 学 サ ）  

 

○ 途 中 で 、 説 明 が 止 ま

っ て し ま っ た と き な

ど は 、 他 の 児 童 に 続

き を 話 さ せ た り 言 葉

を 補 っ た り さ せ る 。  

 

【 考 】 複 数 の 式 か ら 、

被 除 数 と 除 数 、 商 の

商が４になるわり算を

さがそう。  

 商が等しいわり算に

は、どんなきまりがある

か、考えよう。  



- 7 - 

っ て も 、 ２ で わ っ て も  

 商 は 変 わ ら な い 。  

 

○ も っ と ほ か の 式 で も 、

同 じ こ と が 言 え る か 確

か め ま し ょ う 。  

関 係 を 見 出 し 説 明 す

る こ と が で き る 。  

  （ 発 言 内 容 ) 

  

 

ま 

 と 

 め 

 る  
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分  

５  学習のまとめをする。  

  

 

 

 

 

 

 

 

６  適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

７  本時の学習を振り返る。 

 

 

 

８  次時の学習を知る。 

○ わ り 算 の き ま り を ま と

め ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

○ 問 題 を 解 き ま し ょ う 。  

○ ど の よ う に 工 夫 し て 解

い た か を 、隣 の 人 に 説 明

し ま し ょ う 。  

 

 

 

・ 今 日 の 学 習 で 、 思 っ た

こ と を 振 り 返 り ま し ょ

う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 戸 惑 っ て い る 児 童 に

は ヒ ン ト カ ー ド を 見

せ 、 言 葉 を 補 っ た り

問 い か け た り し な が

ら 、 説 明 を 促 す 。  

 

○ わり算の性質の有用性

など、授業を通して思

ったことや気付いたこ

となどを書かせたい。 

 

７ 板書 

  問題               課題         まとめ 

 

 

  

 

 

         集団解決                       練習問題P113  1 

   

     

    

 

 

わり算では、わられる数とわる数に同

じ数をかけても、商はかわらない。  

また、わられる数とわる数を同じ数で

わっても、商はかわらない。  

商 が 等 し い わ り 算

には、どんなきまりが

あるか、考えよう。  

商 が ４ に な る

わ り 算 を さ が そ

う。 

 

    商  

４÷１＝４   2 4 0÷6 0＝４  

↓  ↓  

８÷２＝４   2 4÷６＝４  

24÷６＝４   ８÷２＝ ４  

24 0÷6 0＝４   ４÷１＝ ４  

 

① 90 ÷ 18  ＝５  

  ↓÷３  ↓÷３  ↑同じ  

 30 ÷   6       =  5  

② 210 ÷ 30   =   7  

  ↓÷10 ↓÷10 ↑同じ  

  21 ÷    3     ＝  7  

 

    

４  ÷ １  ＝  4  

↓２倍  ↓２倍  ↓同 じ  

８  ÷ ２  ＝  ４  

４  ÷ １  ＝  4  

↓ 1 0 倍  ↓ 1 0 倍  ↓同じ  

40 ÷ 1 0 ＝  4  

 

わり算では、わられる数

とわる数に同じ数をかけ

ても、商はかわらない。  

また、わられる数とわる

数を同じ数でわっても、商

はかわらない。  

 

8 ÷ 2 ＝  4  

↓÷2 ↓÷２  ↓同 じ  

4 ÷ 1 ＝  ４  

４ 0 ÷ １ 0 ＝  4  

↓÷10 ↓÷1 0 ↓同じ  

4 ÷ 1 ＝  ４  

 


